
思
い
ま
す
が
、
意
地
悪
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
容
赦
く

だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
介
護
度
が
要
支

援
・
事
業
対
象
者
の
方
は
、

市
区
町
村
の
独
自
事
業
に
な

り
ま
す
の
で
、
住
所
地
に
よ

り
利
用
料
に
も
違
い
が
あ
り

ま
す
。
練
馬
区
の
場
合
は
介

護
度
に
関
係
な
く
、
週
に
１

回
通
所
す
る
か
、
２
回
通
所

す
る
か
に
よ
り
利
用
料
が
決

定
さ
れ
ま
す
。 

平
成
三
十
年
八
月
か
ら
は

利
用
者
負
担
も
変
更
に
な
り

ま
す
。
今
ま
で
は
一
割
負
担

と
二
割
負
担
に
分
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
更
に
三
割
負
担

も
導
入
さ
れ
ま
す
。
七
月
末 

 

部
は
白
か
ら

灰
白
色
の
岩

肌
を
見
せ
て

い
る
。
さ
ら

に
、
海
水
面
近

く
が
波
に
洗

わ
れ
て
鋭
角

に
抉
ら
れ
て

お
り
、
や
や
キ

ノ
コ
に
似
た

形
に
な
っ
て

い
る
も
の
も

あ
る
。
ま
た
、

侵
食
に
よ
る

奇
岩
や
日
本

三
大
渓
に
数

え
ら
れ
る 

嵯
峨
渓
の
よ
う
な
海
蝕
崖
も

見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
侵

食
、
風
化
作
用
を
受
け
や
す

い
地
層
の
上
に
松
島
は
成
り

立
っ
て
い
る
た
め
、
長
い
間

に
風
景
も
少
し
ず
つ
変
化
し

て
き
た
と
考
え
ら
れ
、
過
去

の
文
献
に
記
載
さ
れ
た
も
の

と
現
在
の
も
の
と
の
間
に
は 

あおい 通信 第 157号 

微
妙
な
違
い
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
五
大
堂
が
設

置
さ
れ
て
い
る
島
も
海
水
面

近
く
が
侵
食
さ
れ
て
お
り
、

将
来
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。 

尚
、
２
６
０
余
り
の
島
す

べ
て
に
名
前
が
つ
け
ら
れ
、

２
０
０
７
年
、
日
本
の
地
質

百
選
に
選
定
さ
れ
た
。 

一
日
当
た
り
の
利
用
者
の
人

数
を
調
整
し
て
、
大
規
模
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
た
。
最
近
、
な

ん
と
な
く
人
数
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で

す
。 

 

ま
た
、
「
自
立
支
援
を
重

視
す
る
機
能
訓
練
」
も
ポ
イ

ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
も
皆
様
に
は
、

現
在
の
生
活
を
維
持
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
体
操
や
マ
シ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
メ
ド
マ
ー
の
装
着
な

ど
、
皆
様
が
出
来
る
事
に
対

し
て
ス
タ
ッ
フ
が
お
手
伝
い

し
な
い
こ
と
が
増
え
る
か
と 

    

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

日
本
三
景
「松
島
」 

日
本
の
三
景
め
ぐ
り 
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を
形
成
し
、
湾
内
の
水
深
は

１
０
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
こ
の
一
帯
が
過
去

か
ら
大
き
な
地
震
の
た
び
に

地
盤
が
少
し
ず
つ
沈
下
し
て 

で
き
た
地
形

で
あ
る
こ
と
を 

物
語
っ
て
い

る
。
こ
の
地
域

の
大
部
分
の

地
層
は
第
三

紀
層
の
凝
灰

岩
、
砂
岩
、
礫

岩
な
ど
侵
食

に
非
常
に
も

ろ
い
岩
質
で

出
来
て
お
り
、

特
に
波
に
洗

わ
れ
る
部
分

は
容
易
に
侵

食
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
多
く

の
小
島
は
上

部
に
松
な
ど

が
植
生
し
、
海

面
に
近
い
基 

 

所
介
護
」
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
に
関
連
す
る

こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み

ま
す 今

回
の
改
正
で
は
、
介
護

事
業
所
全
体
で
は
「
改
定
率

＋
０
．
５
４
％
の
引
き
上
げ
」

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
中
で
マ
イ
ナ
ス
改
定
に

な
っ
た
の
が
、
「
通
所
介
護
」

と
「
訪
問
介
護
」
で
す
。
更

に
「
通
所
介
護
」
の
中
で
も
、

一
日
の
利
用
者
の
人
数
が
多

い
、
大
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
報
酬
が
大
幅
に
減
ら
さ
れ

ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
葵
で
は
、
以
前
に
比
べ
て 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

「
介
護
報
酬
改
正
」
に
つ
い
て 

平
成
三
十
年
四
月
よ
り
介

護
報
酬
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
葵
は
、
ご

存
じ
の
通
り
「
通
所
介
護
」
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
改
正
で
「
通 

 

通
常
の
コ
ー
ナ
ー
を
今
回

の
み
変
え
ま
し
た
。
我
々
、

葵
利
用
者
に
は
と
て
も
大
切

な
コ
メ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。

葵
の
現
状
と
将
来
の
展
望
に

想
い
を
馳
せ
双
方
の
理
解
が

必
須
で
あ
り
ま
す
。
必
ず
お

読
み
く
だ
さ
い
。 

編
集
長 

「
日
本
祭
り
」
は
暫
く
休
止

し
日
本
三
景
を
紹
介
し
ま
す
。 

松
島
（
ま
つ
し
ま
）

は
宮
城
県

の
松
島
湾
内
外
に
あ
る
大
小

２
６
０
余
り
の
諸
島
の
こ
と
。

ま
た
は
、
そ
れ
ら
諸
島
と
湾

周
囲
を
囲
む
松
島
丘
陵
も
含

め
た
修
景
地
区
の
こ
と
で
あ

る
。
日
本
三
景
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
て
い
る
。
震
災
前
年

の
観
光
客
数
は
六
二
四
万
人

で
あ
っ
た
。 

自
然
・
地
形 

松
島
は
、
仙
台
平
野
を
南

北
に
分
け
る
松
島
丘
陵
の
東

端
が
海
に
ま
で
達
し
、
そ
れ

が
沈
水
し
て
出
来
た
リ
ア
ス

式
海
岸
が
さ
ら
に
進
ん
だ
沈

降
地
形
で
、
溺
れ
谷
に
海
水

が
入
り
込
み
山
頂
が
島
と
し

て
残
っ
た
多
島
海
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
松
島
湾
（
広
義
） 

 

ご
利
用
者
様 

必 

読 

コ
ー
ナ
ー 

ま
で
に
「
負
担
割
合
証
」
が

ご
自
宅
に
郵
送
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認

い
た
だ
き
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
や
利
用
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
も
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。 

 

今
後
「
通
所
介
護
」
サ
ー

ビ
ス
の
運
営
は
、
更
に
厳
し

く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想 

さ
れ
ま
す
。
今
の
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
も

皆
様
の
ご
協
力
が
本
当
に
必

要
で
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

管
理
者 

 
 

飯
島
一
子 

生
活
相
談
員 

松
本
幸
代 

      

、 
      

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

東
日
本
大
震
災
の
影
響 

２
０
１
１
年
３
月
⒒
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
）
と
そ
の
直
後
に
襲
来
し

た
大
津
波
に
よ
っ
て
、
島
の

文
化
財
の
一
部
が
破
損
す
る

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た

が
、
周
辺
の
自
治
体
と
比
較

し
て
被
害
は
軽
微
で
済
ん
で

い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

津
波
は
浅
い
海
に
入
る
と
速

度
が
落
ち
て
急
激
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
失
う
の
と
、
松
島
湾

内
に
点
在
す
る
島
々
が
緩
衝

材
と
な
り
、
津
波
の
勢
い
を

弱
め
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

葵
通
信100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

５
月
の
報
告 

１
５
日
（
火
）
グ
ル
メ
の
会

「
梅
の
花
」
に
て
。
１
２

名
の
参
加
。
豆
富
料
理

を
堪
能
し
ま
し
た
。 

１
８
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ 

「
バ
ン
バ
ン
」
に
て
。 

７
名
の
参
加
。 

 

今
後
の
予
定 

６
月
１
５
日
（
金
） 

カ
ラ
オ
ケ 

７
月
１
３
・
１
４
日
（
金
土
） 

那
須
高
原
・
温
泉
一
泊

旅
行
に
行
き
ま
す
。 

食
事
が
美
味
し
い
と

評
判
の
「
エ
ピ
ナ
ー
ル

那
須
」
泊
ま
り
。 

（
事
務
局
） 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

嵯峨渓 



 

 

西
澤 

久 

（Ｈ
２１
年
３
月
２
日
か
ら
通
所
） 

      

初
め
て
来
た
時
は
大
丈
夫

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
周
り

の
方
に
も
恵
ま
れ
、
皆
さ
ん

い
い
人
ば
か
り
で
、
長
く
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

マ
シ
ン
を
し
た
り
花
を
観

に
出
掛
け
た
り
と
楽
し
み
ま

し
た
。
今
は
足
の
調
子
が
あ

ま
り
良
く
な
い
の
で
す
が
出

来
る
だ
け
通
え
る
様
に
頑
張

り
ま
す
。 

  

蟹
の
お
話 

 

絹
田
治
夫 

前
号
の
続
き 

 

 
小
林
辰
夫 

（Ｈ
２１
年
７
月
１３
日
か
ら
通
所
） 

      

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
葵
に
通
所

し
て
今
年
７
月
１３

日
で
満
９

年
に
な
り
ま
す
。
通
所
初
め
は

杖
を
付
い
て
歩
行
し
て
い
ま

し
た
が
、し
ば
ら
く
し
て
気
付

く
と
、い
つ
の
間
に
か
杖
を
使

わ
ず
、
多
少
は
お
ぼ
つ
か
な
い

が
歩
け
る
様
に
な
り
ま
し
た
。 

後
は
色
々
な
催
し
物
や
習

い
事
が
あ
り
パ
ソ
コ
ン
は
特
に

気
に
い
っ
て
い
ま
す
。 

     

古 
 

 

今 
 

 

抄
（
長
期
利
用
者
様
の
紹
介
） 

金
井 

恭
子
（
水
） 

趣
味
と
し
て
は
、
洋
裁
を
や

っ
て
お
り
ま
し
た
。
自
分
の
分

と
家
族
の
分
を
作
り
ま
し
た
。

葵
で
は
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た

の
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。 

      川
本 

美
子
（
月
） 

高
校
三
年
生
か
ら
合
唱
を 

や
っ
て
い
ま
し
た
。
混
声
合
唱

で
す
。
練
馬
区
の
合
唱
団
で
、

家
族
の
協
力
も
あ
り
続
け
て
き

た
の
で
す
が
、
今
は
体
調
の
こ

と
も
あ
り
中
断
し
て
い
ま
す
。 

      加
藤 

八
重
子
（
日
） 

若
い
こ
ろ
は
、
カ
ラ
オ
ケ
、

社
交
ダ
ン
ス
と
夢
中
で
や
っ
て

き
ま
し
た
。
今
は
、
下
半
身
の

筋
力
を
鍛
え
た
い
気
持
ち
で
い

ま
す
。 

 

東 

西 
 

南 

北 

十
月
十
日
午
前
八
時 

吾
が
家
、
二
階
よ
り
東
の
空 

『
あ
け
ぼ
の
』 

『
美
味
し
カ
ニ
い
ろ
い
ろ
』
２ 

◆
ズ
ワ
イ
ガ
二
雌 

雌
は
６
～
７
年
で
成
体
に

な
り
、
そ
の
後
は
脱
皮
を
し

な
い
た
め
、
雄
の
２
分
の
１

ほ
ど
の
大
き
さ
。
丸
み
を
帯

び
た
三
角
形
の
甲
幅
は
８
㎝

ほ
ど
。
う
ち
子
と
外
子
（
卵
）

が
美
味
。 

産
地
に
よ
り
、
香
箱
（
コ

ウ
バ
コ
）
（
石
川
県
）、
セ
イ

コ
ガ
二
（
福
井
県
）
ク
ボ
ガ

二
（
山
形
県
）
親
ガ
ニ
（
鳥

取
県
）
セ
コ
ガ
二
（
山
陰
）

な
ど
の
呼
び
名
が
あ
る
。 

◆
ケ
ガ
ニ 

そ
の
甲
羅
は
あ
ま
り
硬
く

な
い
が
、「
毛
蟹
」
の
和
名
ど

お
り
、
全
身
に
短
い
剛
毛
が

密
生
す
る
。 

  

日
本
海
か
ら
北
太
平
洋
北

部
に
広
く
棲
息
し
、
と
り
わ

け
北
海
道
の
名
産
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
る
。
漁
場
は
水
深

３
０
～
６
０
ｍ
の
砂
泥
底
で
、

甲
長
１
３
㎝
ほ
ど
に
な
る
。

身
は
柔
ら
か
く
、
味
が
よ
い
。 

蟹
味
噌
（
肝
膵
臓
）
が
美
味

で
好
ま
れ
る
。 

◆
タ
ラ
バ
ガ
二 

甲
幅
２
５
㎝
に
達
す
る
大

型
の
蟹
で
、
脚
を
広
げ
る
と

１
ｍ
以
上
に
な
る
も
の
も
。 

鱈
の
漁
場
で
と
れ
る
こ
と

か
ら
、
鱈
場
蟹
、（
た
ら
ば
が

に
）
の
名
が
あ
る
。
日
本
海

か
ら
北
海
道
沿
岸
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
、
べ
ー
リ
ン
グ
海
、

ア
ラ
ス
カ
沿
岸
の
水
温
１

０
℃
以
下
、
水
深
３
０
～
３

６
０
ｍ
の
海
域
に
棲
息
。
そ

の
寿
命
は
３
０
年
を
超
え
る

と
も
い
わ
れ
る
。 

つ
づ
く 

  

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
大
谷
が

４
月
の
ア
・
リ
ー
グ
月
間
最

優
秀
新
人
に
選
ば
れ
た
と
大

リ
ー
グ
機
構
が
発
表
し
た
。 

４
月
末
ま
で
打
者
と
し
て

１
２
試
合
で
打
率
３
割
４
分

１
厘
、
４
本
塁
打
。
投
手
で

は
４
試
合
２
勝
１
敗
、
２
６

奪
３
振
、
防
御
率
４
・
４
３

だ
っ
た
。 

日
本
選
手
の
受
賞
は
２
０

１
２
年
４
月
の
ダ
ル
ッ
ビ

ュ
・
有
（
当
時
レ
ン
ジ
ャ
ー

ズ
、
現
ガ
ブ
ス
）
以
来
、
６

人
目
。
過
去
に
は
０
１
年
に

イ
チ
ロ
ー
（
マ
リ
ナ
ー
ズ
）

が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
大
谷

は
、「
す
ご
く
光
栄
。
始
ま
っ 

た
ば
か
り
だ
け
ど
、
い
い
ス

タ
ー
ト
を
切
れ
た
の
は
よ
か

っ
た
」
と
喜
ぶ
。
ソ
ー
シ
ア

監
督
も
「
様
々
な
場
面
で
チ

ー
ム
に
貢
献
し
て
く
れ
た
。

受
賞
に
敬
意
を
表
し
た
い
」

と
話
し
た
。
こ
の
日
試
合
で

は
、
４
打
数
無
安
打
に
終
わ

っ
た
が
、
「
そ
う
い
う
と
き

も
あ
る
か
な
、と
思
い
ま
す
。

よ
か
っ
た
点
も
あ
っ
た
の
で
」

と
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
い
。

第
１
打
席
の
中
飛
は
バ
ッ
ト

の
芯
で
と
ら
え
、
第
２
打
席

も
一
塁
手
の
ミ
ッ
ト
を
は
じ

く
痛
烈
な
当
た
り
（
記
録
は

失
策
）
試
合
前
、
ブ
ル
ペ
ン

入
り
し
、
感
触
を
確
か
め
る

よ
う
に
２
１
球
を
投
げ
た
。

「
感
覚
的
に
よ
か
っ
た
」
と

痛
め
て
い
た
左
足
首
の
回
復 

具
合
も
順
調
だ
。
次
回
の
マ

リ
ナ
ー
ズ
戦
の
先
発
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。 

日
本
の
プ
ロ
野
球
、
フ
レ

ッ
ュ
な
高
卒
の
清
宮
（
早
稲

田
）
も
日
本
ハ
ム
で
い
い
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
日
本
ハ

ム
・
楽
天
の
試
合
。
１
８
歳

の
ル
ー
キ
ー
の
一
打
か
ら
日

本
ハ
ム
の
反
撃
は
始
ま
っ
た
。 

 

添
谷
正
夫 

(
Ｈ
２０
年
１０
月
３
日
か
ら
通
所
） 

      

葵
に
来
て
１０

年
に
な
り

ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
に
カ
ラ
オ

ケ
に
麻
雀
、
将
棋
が
出
来
て

気
持
ち
も
明
る
く
な
り
ま
し

た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
、
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。
病
歴
２７
年
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
と
戦
っ
て
い
て
、

す
く
み
足
が
出
た
時
等
は
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
𠮟
咤
激 

   

励
さ
れ
て
い
ま
す
。 

高
田 

寛 

（Ｈ
２０
年
７
月
２０
日
か
ら
通
所
） 

      

葵
に
来
て
数
独
を
始
め
て 

最
初
は
時
間
が
か
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
長
く
や
っ
て
い

る
間
に
時
間
が
短
く
、
解
け

て
い
く
様
に
な
り
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
病
気
を
し
て

少
し
休
ん
で
い
ま
し
た
が
、

ま
た
数
独
を
始
め
て
い
ま
す
。 

  「
５
番
指
名
打
者
」
で
出
場
し

た
清
宮
が
低
め
ス
ラ
イ
ダ
―

を
と
ら
え
る
と
、
鋭
い
打
球

が
１
、
２
塁
間
を
破
っ
た
。

そ
の
後
１
、
２
打
席
は
三
振

に
倒
れ
た
。
こ
の
試
合
は
４

対
１
で
日
本
ハ
ム
が
勝
っ
た
。

大
谷
も
清
宮
も
、
大
い
な
る

活
躍
を
期
待
し
た
い
。 
 
 
 
 
 

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 

  

        

自 

画 

像 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

十月十一日 午后四時四十分 
石神井三宝治池畔にて 
『楢の木を這い登る蔦の生命力』 

私の趣味  
写真撮影   菊池 寛 


